
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
と
同
書
稿
本

池

田

雄

一

二
〇
〇
九
年
三
月
九
日
か
ら
三
月
一
二
日
の
三
泊
四
日
で
︑
台
北
市
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
と
国
家
図
書
館
と
に
お
い
て
﹃
楊

熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄︵
台
湾
中
華
書
局
︑
一
九
七
一
︶
に
関
係
す
る
諸
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
︒
こ
の
間
の
調
査
に
は
︑
東
洋
文
庫
東
ア
ジ
ア
研

究
部
門
中
国
古
代
地
域
史
研
究
班
の
メ
ン
バ
ー
四
名
︵
研
究
員
の
多
田
狷
介
と
小
生
︑
研
究
協
力
者
の
石
黒
ひ
さ
子
・
山
元
貴
尚
︶
が
同
行
し
た
︒

三
月
一
〇
日
は
国
家
図
書
館
善
本
室
を
訪
問
し
︑
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
必
要
個
所
を
複
写
し
︑
翌
一
一
日
の
午

前
九
時
三
〇
分
に
は
︑
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
王
汎
森
所
長
を
訪
問
し
た
︒
こ
の
日
は
︑
午
後
に
か
け
て
歴
史
語
言
研
究
所
附
設

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案
を
閲
覧
し
た
︒
東
洋
文
庫
か
ら
事
前
に
お
願
い
し
て
い
た
閲
覧
希
望
の
檔
案
の
コ
ピ
ー

が
準
備
さ
れ
て
い
て
︑
全
て
に
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
た
︒

傅
斯
年
図
書
館
を
訪
ね
た
翌
日
に
は
︑
再
び
国
家
図
書
館
善
本
書
室
を
訪
ね
︑
台
湾
中
華
書
局
影
印
本
の
原
本
と
な
っ
た
﹃
水
経
注
疏
﹄

稿
本
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
と
同
書
稿
本

池
田

一
五



中
国
古
代
地
域
史
研
究
班
は
︑
こ
れ
ま
で
﹃
水
経
注
疏
﹄
の
訳
注
に
取
り
組
ん
で
き
た
︵
﹃
水
経
注
疏
訳
注
︵
渭
水
篇

上
︶
﹄
東
洋
文
庫
︑
二

〇
〇
八
︶
が
︑
そ
の
際
︑
楊
守
敬
・
熊
会
貞
の
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
︵
台
湾
中
華
書
局
︑
一
九
七
一
︶
が
重
要
な
参
考
文
献
と
な
っ
た
︒
た

だ
こ
の
楊
守
敬
・
熊
会
貞
が
生
涯
を
か
け
た
﹁
疏
﹂
文
の
著
述
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
刊
行
に
至
る
数
奇
な
経
緯
や
︑
台
湾
中
華
書
局
刊
﹃
楊

熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
が
﹁
疏
﹂
文
の
著
述
に
お
い
て
ど
の
段
階
で
の
成
果
で
あ
る
か
︑
等
に
つ
い
て
確
認
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
か
っ
た
︒

今
回
︑
閲
覧
が
許
さ
れ
た
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
は
︑
こ
れ
ら
確
認
を
必
要
と
す
る
諸
事
に
つ
い
て
貴
重
な
情
報

を
提
示
し
て
く
れ
る
と
同
時
に
︑
多
様
な
﹃
水
経
注
﹄
研
究
の
歴
史
に
新
た
な
知
見
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

こ
の
度
︑﹃
水
経
注
疏
訳
注
︵
渭
水
篇

下
︶
﹄
を
刊
行
す
る
に
当
た
り
︑
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
︑
傅
斯
年
図
書
館
で
閲
覧
し
た

﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
の
収
録
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
︑
高
配
を
得
て
︑
閲
覧
し
た
関
係
檔
案
の
全
て
を
本
書
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

併
せ
て
︑
巻
頭
に
写
真
版
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
並
び
に
傅
斯
年
図
書
館
の
厚
意
に
深
謝
申
し
上

げ
る
︒

本
書
に
収
録
す
る
各
檔
案
の
紹
介
︵
別
稿
﹁
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案
﹂
︶
は
︑
昨
年
︑
傅
斯
年
図
書
館
を
訪
問
し
た
メ

ン
バ
ー
四
名
が
担
当
し
た
︒
収
録
し
た
各
檔
案
は
︑
﹁
原
文
﹂
と
﹁
注
︵
語
釈
︶
﹂
︑
そ
れ
に
﹁
日
本
語
訳
﹂
と
﹁
解
説
﹂
と
を
付
し
た
︒

本
書
に
収
録
し
た
檔
案
は
︑
一
九
三
八
年
七
月
二
四
日
に
︑
中
央
研
究
院
が
教
育
部
に
よ
る
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
入
手
へ
の
同
意
を
確
認

し
︑
同
年
七
月
二
八
日
に
︑
楊
家
を
代
表
す
る
楊
勉
之
か
ら
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
長
傅
斯
年
に
稿
本
が
手
渡
さ
れ
て
以
降
︑
一

九
四
七
年
六
月
七
日
に
印
刷
を
引
き
受
け
て
い
た
商
務
印
書
館
か
ら
教
育
部
へ
稿
本
が
返
還
さ
れ
る
ま
で
の
約
九
年
間
に
関
わ
る
︒
こ
の

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

一
六



九
年
間
は
︑
中
国
に
お
い
て
は
︑
日
中
戦
争
か
ら
第
二
次
大
戦
後
の
内
戦
の
時
期
に
当
た
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
楊
家
か
ら
傅
斯
年
に
手
渡

さ
れ
た
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
も
︑
こ
の
時
代
の
激
動
と
軌
を
一
に
し
た
︒

一
九
七
一
年
六
月
に
台
湾
中
華
書
局
で
刊
本
と
し
て
公
と
な
っ
た
後
も
︑
そ
れ
に
先
行
す
る
同
一
著
者
の
手
に
な
る
北
京
の
科
学
出
版

社
版
﹃
水
経
注
疏
﹄︵
一
九
五
七
年
一
二
月
刊
︶
が
存
在
し
た
こ
と
も
あ
り
︑
台
湾
中
華
書
局
刊
本
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
に
つ
い
て
は
︑
な

お
多
く
の
謎
が
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
き
た
︒

昨
年
︑
傅
斯
年
図
書
館
を
訪
ね
た
翌
日
︑
台
北
市
内
の
国
家
図
書
館
善
本
書
室
で
︑
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
を
実
見
し
た
︒
稿
本
は
︑
冴
え

た
銀
朱
の
罫
線
が
格
子
状
に
引
か
れ
︑
墨
書
さ
れ
て
い
た
︒
稿
本
の
諸
処
に
は
訂
正
︑
補
正
の
た
め
に
切
り
貼
り
が
行
わ
れ
︑
稿
本
の
写
真

版
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
台
湾
中
華
書
局
刊
本
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
稿
本
作
成
の
苦
労
が
︑
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
た
︒

帰
国
後
︑
傅
斯
年
図
書
館
で
閲
覧
し
た
関
係
檔
案
を
検
討
す
る
中
で
︑
幾
つ
か
の
貴
重
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
︒
個
別
の
檔
案
を

検
討
い
た
だ
け
れ
ば
︑
さ
ら
に
多
く
の
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
以
下
︑
取
り
あ
え
ず
つ
ぎ
の
三
点
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
︒

そ
の
三
点
と
は
︑
先
ず
第
一
に
︑
楊
家
か
ら
傅
斯
年
︵
一
八
九
六
～
一
九
五
〇
︶
に
渡
っ
た
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
が
︑
楊
守
敬
の
死
後
︑
熊

会
貞
・
李
子
魁
に
引
き
継
が
れ
た
﹁
疏
﹂
文
編
纂
作
業
の
最
終
稿
で
あ
り
︑
北
京
の
科
学
出
版
社
版
よ
り
も
さ
ら
に
﹁
疏
﹂
文
の
編
纂
作
業

が
進
展
し
た
版
本
で
あ
っ
た
こ
と
︒
第
二
は
︑
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
が
入
手
し
た
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
が
︑
商
務
印
書
館
で
組
版

の
た
め
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
︒
第
三
は
︑
商
務
印
書
館
が
刊
行
を
断
念
し
︑
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
が
︑
楊
家
へ
の
稿
料
の
支
払

い
に
協
力
し
た
教
育
部
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
︑
等
で
あ
る
︒

﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
と
同
書
稿
本

池
田

一
七



第
一
は
︑
一
九
三
八
年
七
月
二
八
日
︑
武
漢
で
楊
守
敬
の
孫
楊
勉
之
と
勉
之
の
子
息
楊
世
漢
︑
そ
れ
に
湖
北
教
育
研
究
所
の
時
昭
瀛
︑
閻

︵
厳
︶
実
が
立
会
い
と
な
り
︵
宜
昌
市
・
宜
都
市
政
協
文
史
資
料
委
員
会
﹃
楊
守
敬
学
術
年
譜
﹄
湖
北
人
民
出
版
社
︑
二
〇
〇
四
︶
︑
傅
斯
年
に
﹃
水
経
注

疏
﹄
稿
本
が
手
渡
さ
れ
た
︒
こ
の
際
の
契
約
書
︵
檔
案
Ⅱ
参
照
︑
本
稿
で
引
用
す
る
檔
案
は
別
稿
﹁
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案
﹂

所
収
の
檔
案
番
号
で
表
記
す
る
︒
以
下
同
じ
︶
で
は
︑
﹁
体
例
︑
不
得
塗
沫
及
更
改
﹂
と
内
容
に
対
し
て
︑
新
た
に
手
を
加
え
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
︒
そ
の
理
由
の
一
つ
は
︑
熊
会
貞
に
よ
る
疏
文
補
訂
作
業
の
後
を
︑
一
九
三
七
年
夏
秋
に
引
き
継
い
だ
李
子
魁
が
行
っ
た
﹁
塗
沫

及
更
改
﹂
の
事
態
が
あ
る
︒
こ
の
た
め
楊
家
と
し
て
は
︑
体
力
の
限
界
を
悟
っ
た
熊
会
貞
が
︑
一
九
三
四
年
秋
に
稿
本
を
楊
勉
之
に
託
し
た

際
の
原
形
を
保
つ
こ
と
を
願
っ
て
の
配
慮
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
傅
斯
年
が
入
手
し
た
稿
本
が
︑
楊
守
敬
・
熊
会
貞
に
よ
る
稿
本

の
最
終
稿
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
︒
事
実
︑
稿
本
と
最
終
段
階
ま
で
関
わ
っ
た
李
子
魁
も
︑
稿
本
が
楊
家
か
ら
他
に
出
て
い
な
い
こ
と

を
述
懐
し
て
い
る
︵
﹁
李
子
魁
自
述
﹂
︑﹃
楊
守
敬
集
﹄
第
一
三
冊
﹁
集
末
附
記
﹂
所
収
︑
湖
南
人
民
出
版
社
︑
一
九
九
七
︶
︒
唐
突
に
も
受
け
取
ら
れ
か

ね
な
い
契
約
書
中
の
一
条
で
あ
る
が
︑
そ
の
後
︑
台
湾
中
華
書
局
刊
本
と
な
っ
た
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
の
位
置
付
け
を
物
語
る
︒

国
家
図
書
館
善
本
書
室
で
実
見
し
た
台
湾
中
華
書
局
影
印
本
の
原
本
で
あ
る
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
は
︑
楊
守
敬
・
熊
会
貞
の
生
気
を
感
じ

さ
せ
る
原
稿
で
あ
っ
た
︒
た
だ
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
を
影
印
し
た
台
湾
中
華
書
局
影
印
本
は
︑
北
京
の
科
学
出
版
社
影
印
本
と
の
間
で
︑

﹃
疏
﹄
文
に
微
妙
な
相
違
が
存
在
す
る
︒
熊
会
貞
生
前
に
抄
録
さ
れ
た
科
学
出
版
社
刊
﹃
水
経
注
疏
﹄
は
︑
そ
の
後
も
︑
熊
会
貞
や
李
子
魁

等
に
よ
る
補
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
た
︒
こ
の
た
め
﹃
疏
﹄
文
で
の
相
違
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
︑
そ
れ
で
も
科
学
出
版
社
刊
﹃
水
経
注

疏
﹄
が
︑
稿
本
か
ら
転
写
さ
れ
る
際
に
︑
あ
る
い
は
一
定
の
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
な
お
慎
重
に
検
討
す
べ
き
余
地
が
あ

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下
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八



る
︒第

二
は
︑
商
務
印
書
館
に
入
稿
後
︑
﹃
水
経
注
疏
﹄
の
刊
行
を
進
め
る
上
で
の
困
難
さ
が
︑
商
務
印
書
館
か
ら
傅
斯
年
に
宛
て
た
書
翰
で

確
認
で
き
る
︵
檔
案
Ⅲ
参
照
︶
︒
傅
斯
年
図
書
館
に
は
巻
頭
第
一
頁
の
組
版
が
残
さ
れ
て
い
る
︵
檔
案
Ⅸ
参
照
︶
︒
国
家
図
書
館
善
本
書
室
所
蔵

の
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
に
も
︑
活
字
印
刷
の
た
め
に
改
行
を
指
示
し
た
﹁
提
行
﹂
の
文
字
や
﹁
レ
﹂
印
が
朱
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
︒
ま
た

稿
本
で
は
︑
内
容
の
確
認
作
業
が
引
用
文
献
と
の
照
合
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
︑
校
訂
者
の
サ
イ
ン
﹁
緯
﹂︵
傅
緯
平
︶
字
等
が
記
入
さ
れ
て
も

い
た
︒
た
だ
稿
本
は
︑
香
港
の
商
務
印
書
館
に
入
稿
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
︑
日
中
戦
争
が
激
化
す
る
中
で
︑
そ
の
所
在
さ
え

も
が
確
認
し
難
く
な
っ
て
い
る
︒
商
務
印
書
館
内
で
出
版
に
向
け
て
の
作
業
が
進
展
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
︑
こ
の
作
業
が
香

港
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
︑
一
九
四
一
年
に
商
務
印
書
館
総
管
理
處
が
重
慶
に
移
転
し
た
後
︑
稿
本
の
整
理
作
業
も
重
慶
に
移
さ
れ
た
の
か

等
は
未
だ
確
認
で
き
な
い
︒

第
三
は
︑
商
務
印
書
館
か
ら
教
育
部
へ
の
稿
本
の
返
還
で
あ
る
︒
一
九
四
七
年
六
月
七
日
の
こ
と
で
︑
こ
の
稿
本
は
︑
後
︑
一
九
四
六
年

六
月
に
南
京
で
開
館
さ
れ
た
国
立
中
央
図
書
館
に
保
存
さ
れ
た
︒
以
来
︑
今
日
に
至
る
ま
で
︑
国
立
中
央
図
書
館
が
改
称
︵
一
九
九
六
年
二
月

改
称
︶
さ
れ
た
教
育
部
管
轄
の
国
家
図
書
館
善
本
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
稿
本
が
︑
教
育
部
に
返
還
さ
れ
た
時
期
が
確
認
で
き
る
傅
斯
年
図
書
館
の
檔
案
は
︑
教
育
部
か
ら
発
行
さ
れ
た
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本

を
一
九
四
七
年
六
月
七
日
に
受
け
取
っ
た
旨
の
受
領
書
︵
檔
案
Ⅴ
参
照
︶
で
あ
っ
て
︑
同
年
六
月
一
二
日
付
け
の
商
務
印
書
館
か
ら
歴
史
語

言
研
究
所
宛
の
書
翰
︵
檔
案
Ⅵ
参
照
︶
で
も
稿
本
が
教
育
部
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
︒
歴
史
語
言
研
究
所
が
楊
家
か
ら
受

﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
と
同
書
稿
本

池
田

一
九



け
取
っ
た
稿
本
が
︑
教
育
部
に
返
還
さ
れ
た
事
情
は
︑
楊
家
へ
の
稿
料
の
分
担
が
︑
歴
史
語
言
研
究
所
一
千
元
︑
教
育
部
二
千
元
と
教
育
部

の
方
が
多
額
に
上
っ
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
︵
檔
案
Ⅱ
参
照
︶
︒
商
務
印
書
館
の
総
管
理
處
が
重
慶
に
移
転
し
た
際
︑

傅
斯
年
は
商
務
印
書
館
の
王
雲
五
か
ら
一
九
四
二
年
九
月
五
日
付
け
の
書
翰
︵
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹁
傅
図
整
編
史
語
所
檔
案
目
録
﹂
中
に
書
翰
内

容
の
﹁
摘
由
﹂
を
掲
載
︶
で
稿
本
の
﹁
内
地
﹂︵
重
慶
︶
へ
の
移
送
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
る
︒
こ
の
時
︑
傅
斯
年
は
︑
教
育
部
の
陳
立
夫

部
長
に
︑
移
送
の
如
何
を
確
認
し
︑
一
九
四
三
年
一
月
一
二
日
付
け
で
王
雲
五
に
対
し
て
傅
斯
年
が
︑
陳
立
夫
か
ら
も
し
適
当
な
人
が
い
て

内
地
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
稿
本
を
託
す
よ
う
に
︑
と
了
解
を
得
た
旨
を
伝
え
る
書
翰
︵
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹁
傅
図
整
編
史
語
所
檔
案
目
録
﹂

中
に
書
翰
内
容
の
﹁
摘
由
﹂
を
掲
載
︶
を
出
し
て
い
る
︒
稿
本
の
管
理
に
教
育
部
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
︒

以
上
︑
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
に
つ
い
て
︑
幾
点
か
を
略
記
し
た
が
︑
最
後
に
︑
教
育
部
に
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注

疏
﹄
稿
本
が
返
還
さ
れ
た
後
の
動
静
に
つ
い
て
簡
単
に
付
言
し
て
お
く
︒

商
務
印
書
館
に
入
稿
さ
れ
た
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
に
対
し
て
︑
傅
斯
年
以
外
に
稿
本
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
た
人
物
に
胡
適
︵
一
九
九

一
～
一
九
六
二
︶
が
存
在
す
る
︒
胡
適
は
︑
一
九
四
七
年
三
月
一
一
日
の
﹃
胡
適
日
記
﹄
に
商
務
印
書
館
か
ら
稿
本
を
借
覧
し
︑
そ
の
内
容
に

対
す
る
評
価
を
﹁
不
精
細
﹂
と
書
き
記
し
て
い
る
︒
胡
適
は
︑
商
務
印
書
館
の
出
版
物
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
︒
胡
適
が

商
務
印
書
館
か
ら
稿
本
を
借
り
出
し
確
認
作
業
を
行
っ
た
の
は
︑
商
務
印
書
館
が
刊
行
を
本
格
化
す
る
上
で
胡
適
の
判
断
を
仰
い
だ
た
め

と
思
わ
れ
る
︒
一
九
四
七
年
六
月
七
日
に
︑
商
務
印
書
館
が
﹃
水
経
注
疏
﹄
の
刊
行
を
断
念
し
︑
教
育
部
へ
稿
本
の
返
還
を
行
っ
た
背
景
に

は
︑
こ
の
胡
適
の
稿
本
に
対
す
る
評
価
が
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

二
〇



胡
適
は
︑
商
務
印
書
館
で
稿
本
を
借
覧
し
た
際
︑
組
版
に
せ
ず
︑
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
各
図
書
館
に
配
置
す
れ
ば
良
い
と
も
主
張
し
て

い
る
︵
﹁
記
中
央
図
書
館
蔵
的
楊
守
敬
・
熊
会
貞
︽
水
経
注
疏
︾
鈔
本
四
十
巻
﹂
一
九
四
八
年
一
〇
月
記
︒
﹃
胡
適
全
集
﹄
第
一
六
巻
所
収
︑
安
�
教
育
出
版

社
︑
二
〇
〇
三
︶
︒
確
か
に
台
北
市
の
国
家
図
書
館
に
は
︑
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
﹃
水
経
注
疏
﹄
が
架
蔵
さ
れ
て
い
た
︒
台
湾
中
華

書
局
か
ら
影
印
本
﹃
水
経
注
疏
﹄
が
刊
行
さ
れ
る
に
は
︑
胡
適
の
死
︵
一
九
六
二
年
︶
後
︑
九
年
を
閲
し
た
︒

勿
論
︑
胡
適
が
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
を
否
定
的
に
の
み
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
北
京
大
学
で
胡
適
の
講
義
を
受
講
し
た
﹃
楊
守
敬

集
﹄︵
湖
南
人
民
出
版
社
︑
一
九
八
八
～
一
九
九
七
︶
の
編
者
謝
承
仁
は
︑
一
九
四
八
年
の
講
義
で
︑
胡
適
が
楊
守
敬
の
﹁
手
稿
﹂
を
受
講
生
に
見

せ
︑
﹁
宝
貝
︑
宝
貝
﹂
と
賞
賛
し
た
と
回
顧
し
︵
﹁
重
印
﹃
水
経
注
疏
﹄
前
言
﹂
﹃
楊
守
敬
集
﹄
第
三
冊
︶
︑
こ
の
楊
守
敬
の
﹁
手
稿
﹂
は
︑
台
湾
で

影
印
さ
れ
た
稿
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
論
し
て
い
る
︒
﹃
胡
適
日
記
﹄
の
一
九
四
八
年
を
確
認
し
て
み
る
と
︑
一
〇
月
二
一
日
に
︑
南
京

で
六
種
の
﹃
水
経
注
﹄
を
見
た
と
書
き
残
し
て
お
り
︑
こ
の
中
に
楊
守
敬
・
熊
会
貞
の
﹃
水
経
注
疏
﹄
も
含
ま
れ
て
い
た
︒
北
京
大
学
で
受

講
生
に
楊
守
敬
の
﹁
手
稿
﹂
を
見
せ
た
月
日
が
不
明
で
は
あ
る
が
︑
講
義
に
持
参
し
た
楊
守
敬
の
﹁
手
稿
﹂
は
︑
一
〇
月
下
旬
に
南
京
の
国

立
中
央
図
書
館
か
ら
借
り
だ
し
た
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
る
︒

ま
た
李
子
魁
が
湖
北
師
範
学
院
か
ら
一
九
四
七
︑
八
の
両
年
に
楊
守
敬
・
熊
会
貞
﹃
水
経
注
疏
﹄
を
刊
行
し
た
際
に
は
︑
一
九
四
八
年
九

月
に
︑
南
京
の
国
立
中
央
図
書
館
に
出
向
き
︑﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
を
確
認
し
て
い
る
︵
﹁
記
李
子
魁
校
補
楊
守
敬
・
熊
会
貞
︽
水
経
注
疏
︾
之
僞
﹂

一
九
四
八
年
一
〇
月
記
︒
﹃
胡
適
全
集
﹄
第
一
六
巻
所
収
︶
︒
一
九
四
七
年
六
月
七
日
に
教
育
部
に
返
還
さ
れ
た
稿
本
が
︑
翌
年
九
月
を
遡
る
時
点

で
国
立
中
央
図
書
館
に
移
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
︑
湖
北
師
範
学
院
か
ら
楊
守
敬
・
熊
会
貞
の
﹃
水
経
注
疏
﹄
が
刊
行
さ
れ
る
と
︑

﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
と
同
書
稿
本
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多
忙
の
中
︑
早
速
︑
南
京
の
国
立
中
央
図
書
館
に
足
を
運
ん
だ
︒

胡
適
の
楊
守
敬
・
熊
会
貞
﹃
水
経
注
疏
﹄
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
窺
わ
せ
る
︒
李
子
魁
は
︑
熊
会
貞
の
死
後
︑
楊
家
で
﹃
疏
﹄
文
の
編

集
作
業
に
関
係
を
持
っ
た
唯
一
の
人
物
で
あ
る
が
︑
李
子
魁
の
﹃
水
経
注
疏
﹄
へ
の
関
わ
り
に
は
問
題
が
残
っ
た
︒
胡
適
は
︑
こ
の
湖
北
師

範
学
院
刊
の
﹃
水
経
注
疏
﹄
に
対
し
て
も
︑
一
九
四
八
年
一
〇
月
八
日
﹁
半
夜
後
﹂
に
記
さ
れ
た
国
立
中
央
図
書
館
長
蒋
慰
堂
と
国
立
編
訳

館
長
趙
士
卿
宛
の
書
翰
︵
﹁
記
李
子
魁
校
補
楊
守
敬
・
熊
会
貞
︽
水
経
注
疏
︾
之
僞
﹂
一
九
四
八
年
一
〇
月
記
︒
﹃
胡
適
全
集
﹄
第
一
六
巻
所
収
︒
蒋
慰
堂
・

趙
士
卿
に
つ
い
て
は
復
旦
大
学
李
暁
傑
教
授
の
教
示
を
得
た
︶
で
︑﹁
我
看
了
一
遍
之
後
︑
心
裏
很
懐
疑
﹂
と
そ
の
内
容
に
疑
問
を
呈
し
︑
楊
熊
合

撰
の
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
と
は
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を

認
し
た
た

め
て
い
る
︒

商
務
印
書
館
で
の
組
版
刊
行
に
は
否
定
的
見
解
を
懐
い
た
胡
適
で
は
あ
っ
た
が
︑
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
は
︑
商
務

印
書
館
か
ら
教
育
部
に
稿
本
が
返
還
さ
れ
た
後
も
︑
引
き
継
が
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

な
お
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
に
関
し
て
は
︑
汪
辟
疆
﹁
明
清
両
代
整
理
水
経
注
之
総
成
績
﹂︵
一
九
四
〇
年
一
月
二
九
日
﹃
時
報
新
報
﹄
幅
刊
﹃
学

燈
﹄
七
〇
期
︒
一
九
七
一
年
台
湾
中
華
書
局
刊
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
所
収
︶
︑
同
﹁
楊
守
敬
熊
会
貞
伝
﹂︵
﹃
中
国
学
報
﹄
第
一
巻
第
二
期
︑
一
九
四
四
︒

﹃
汪
辟
疆
文
集
﹄
上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
八
八
︶
︑
同
﹁
熊
会
貞
遺
事
﹂︵
一
九
四
三
年
四
月
三
日
記
︒
﹃
汪
辟
疆
文
集
﹄
上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
八
八
︶
︑

賀
昌
羣
﹁
影
印
水
経
注
疏
的
説
明
﹂︵
﹃
水
経
注
疏
﹄
科
学
出
版
社
︑
一
九
五
七
︶
︑
陳
橋
駅
﹁
関
於
水
経
注
定
稿
本
的
下
落
﹂︵
﹃
酈
学
新
論
﹄
山
西

人
民
出
版
社
︑
一
九
九
二
︶
︑
郗
志
群
﹁
水
経
注
疏
版
本
考
﹂︵
﹃
中
国
史
研
究
﹄
二
〇
〇
二
年
第
二
期
︶
︑
謝
承
仁
﹁
重
印
﹃
水
経
注
疏
﹄
前
言
﹂︵
﹃
楊

守
敬
集
﹄
第
三
冊
︑
湖
南
人
民
出
版
社
︑
一
九
九
七
︶
︑
王
永
瑞
﹁
集
末
附
記
﹂
︵
﹃
楊
守
敬
集
﹄
第
一
三
冊
︶
︑
山
元
貴
尚
﹁
﹃
水
経
﹄
︑
﹃
水
経
注
﹄
︑

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

二
二



﹃
水
経
注
疏
﹄
に
つ
い
て
﹂︵
中
国
古
代
地
域
史
研
究
班
﹃
水
経
注
疏
訳
注
︵
渭
水
篇

上
︶
﹄
東
洋
文
庫
︑
二
〇
〇
八
︶
︑
拙
稿
﹁
稿
本
の
怪
︱
﹃
楊
熊

合
撰
水
経
注
疏
﹄
稿
本
と
傅
斯
年
︱
﹂
︵
﹃
中
国
出
土
資
料
研
究
﹄
第
一
三
号
︑
二
〇
〇
九
︶
︑
等
が
あ
る
︒

﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
に
関
係
す
る
檔
案
が
︑
傅
斯
年
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
北
海
道
大
学
の
吉
開
將
人
氏
か
ら
教
示
を
得
た
︒

傅
斯
年
図
書
館
で
の
檔
案
閲
覧
に
際
し
て
は
︑
歴
史
語
言
研
究
所
王
汎
森
所
長
︵
当
時
︶
︑
秘
書
室
張
秀
芬
氏
並
び
に
傅
斯
年
図
書
館
閲
覧
室

の
諸
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
︒
国
家
図
書
館
善
本
室
で
の
稿
本
閲
覧
に
当
た
っ
て
は
︑
漢
学
研
究
所
耿
立
群
組
長
︑
特
蔵
組
編
集
の
張
圍
東

氏
の
厚
意
を
得
た
︒
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
︒

﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔
案
と
同
書
稿
本
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